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【アイガモロボとは？】

化石燃料、化学農薬＆肥料、人手を使わずに高付加価値の有機米を作り、農家の収益に貢献するロボット
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【アイガモロボとは？】
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アイガモロボ、 2023年販売へ→国内・ 国外へPR

初年度の⽣産台数500台
2023年1⽉井関農機より販売開始

�G7宮﨑農業⼤ ⾂会合に出展し
世界にアピール

アイガモロボとは

当社が開発した⾃ ⾛式の抑草ロボッ ト 。 �スクリ ューの回転で⽔を濁らせることで光合成をしにく い環境を

作ることで雑草の成⻑を抑える仕組み。 �動⼒源は太陽光エネルギーとし 、 GPSと連動した専⽤アプリケー
ショ ンで⽔ ⽥内を⾃動⾛ ⾏する。
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2022年 実証試験の状況

全国34都府県 210台で実証試験

雑草の抑制効果

ジャンボタニシの食害抑制

生育の進みが早い

現時点の生産者評価

アイガモロボ稼働区 アイガモロボ 非稼働区

広島県神石高原町 田植後3週間 熊本県 山都町 田植後3週間

アイガモロボ稼働区 アイガモロボ 非稼働区

兵庫県丹波市 田植後34日

アイガモロボ稼働区 アイガモロボ 非稼働区

雑草の抑制効果 ジャンボタニシの食害抑制 生育の進みが早い
中山間地用のミニロボ/田んぼ
とプログラミングの総合教育

宮城県仙台市
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【アイガモロボ運用のための基本環境の整備、投入&引き上げ時期】

下記の基本環境の整備、投入＆引き上げ時期をしっかり守って頂くことが基本条件となります

10〜4月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
イネ生育ステージ 育苗 田植え、活着、2〜3週以降分けつ促進 幼穂形成期 登熟 収穫

基本環境の整備 圃場均平 元気な苗の育成 適切な水管理 秋耕起

抑草/除草体系 アイガモロボに
よる粗代掻き後
の代掻き

代掻き後のアイガモロボによる抑草(田
植え日の自由度向上)/必要に応じた
チェーンやカルチ等の人力や機械除草

お酢散布で
イネ科以外
の除草等

15cm、3葉以上の太く元気な
水没しない苗

±4cmの均平確保 最低水深3cm以上の
キープ
推奨水深5cm以上
15cm程度まで

田面凹凸を無くす為の
稲藁腐敗促進秋耕起

＜基本環境の整備＞ ＜アイガモロボ投入＆引き上げ時期＞

•田植えの翌日、活着を待たずに投入
•その地域の田植え適正時期以降の田植えが望
ましい

（早過ぎる田植えはロボ引上げ後に雑草が活性
化して、抑草効果が薄まる）
•10aを30分程度で1往復航行、毎日2〜3往復程
度は航行が必要。但し、圃場均平、埋土種子等
の条件により異なる為、あくまで参考情報

圃場均平 元気な苗の育成 適切な水管理 秋耕起 田植え後の稲丈32cm程度(およそ3週間)で
ロボット引き上げ
（分けつ阻害、収量低減を防ぐ）
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詳細は農水省のホームページ、東北農政局のホームページ資料をご覧ください

【2022年の実証実験結果】
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スマート農業による環境負荷の低減②

○ 水が濁ることによる遮光効果、水流による雑草の巻き上げ等により雑草の発芽の抑制が期待される。

○ 太陽光エネルギーのみで稼働し農薬の削減が可能となり、「みどりの食料システム戦略」を推進。

田んぼの自動除草ロボット「アイガモロボ」
井関農機、有機米デザインなど

〇 除草剤を使わずに雑草が生えにくい
とで、除草にかかる労力を大幅に削減

〇 スマートフォンで田んぼの形状を設定
GPSを使って田んぼ内をまんべんなく動

〇 スクリューで水田の泥をかき混ぜて、
遮り、雑草の生⻑ を抑制

〇 太陽電池パネルと蓄電池を搭載し
可能

システム概要

システムの導入メリット

発売時期： 2023年１ 月 販売開始

進む
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詳細は農水省のホームページ「スマート農業をめぐる情勢について」をご覧ください

【国が推進するスマート農業】
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